中国民族系自動車部品メーカーの能力構築と事業形態の変遷 by 銭 佑錫
中国民族系自動車部品メーカーの能力構築と事業形態の変遷（銭　佑錫）
23CHUKYO KEIEI KENKYU Vol.28
中京経営研究　第 28 巻（2019. 3
Ⅰ　はじめに
　中国の 2018 年の自動車販売台数は，28 年ぶ
りの前年割れ（2.8％減）を記録したものの，
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場　　所 調査時期 インタビュー対象者 インタビュー時間
A 社 重慶市 2014 年 8 月 副総裁，副総裁（韓国人），副総裁（韓国人） 3 時間（工場見学を含む）
B 社 重慶市 2018 年 2 月 総経理，副総経理，品質管理部長 3 時間（工場見学を含む）
B 社 重慶市 2019 年 2 月 総経理 2.5 時間（工場見学を含む）
C 社 重慶市 2019 年 2 月 総経理 1 時間（工場見学を含む）
D 社 江蘇省 2014 年 8 月 副総経理 3 時間（工場見学を含む）
E 社 江蘇省 2014 年 8 月 市場部経理 2 時間（工場見学を含む）
F 社 浙江省 2016 年 3 月 副総経理 1.5 時間
G 社 浙江省 2016 年 8 月 総経理 4 時間（工場見学を含む）
G 社 浙江省 2019 年 2 月 総経理，人事教育部部長 3 時間（工場見学を含む）
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先も例外ではなく，年間生産は 2017 年の 3 割































がずらりと並んでいた。1 直 600 本の生産能力


















































カーへの納入 3 分の 1，国内アフターマーケッ
ト 3 分の 1，海外輸出（アフターマーケット）






















ライン当たり 4 ～ 5 名の作業者が作業を行って









































































ラインは 3 つあり，1 日に 1 万個を生産してい













の 2 世が 2 代目の総経理を務めていた。人員は
200 名規模で（2016 年 3 月現在），製品設計に


























































人総経理は 1979 年に G 社に入社した生え抜き
である。中国側主導の経営に代わってから現総
経理が取り組んだのは納入先の拡大である。現
在は，日系完成車メーカー 3 分の 1，欧米系完
成車メーカー 3 分の 1，中国民族系完成車メー




げて，2016 年訪問当時，従業員は 1,600 名，売
上は 20 億元規模の会社となっていた。
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注
1 　「中国新車販売，18 年は 28 年ぶり前年割れ」
（2019.1.14.）
2 　中国の民族系自動車部品メーカーに関する先
行研究については賈（2015）が詳しい。
